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シンボルマーク・ロゴマーク・公式キャラクターが決定!

　公式キャラクター「いせわんこ」は、全国から公募
して決定した原画を基に、お伊勢さん菓子博2017の
イメージと伊勢志摩という地域性を取り入れました。
今後、いせわんこは、皆さんに会えることを楽しみに、
さまざまなイベントに出掛けていきます。

　平成29年４月21日㈮～５月14日㈰に開催
される「第27回全国菓子大博覧会・三重」（お
伊勢さん菓子博2017）に向け、シンボルマ
ーク・ロゴマーク・公式キャラクターが決ま
りました。
　シンボルマークは、さまざまなお菓子が集
うおもてなしいっぱいの菓子博を表現し、ロ
ゴマークは、歴史と文化、過去と現在と未来、
優しさと強さを書体で表現しています。

誕生日　むかしむかしの４月21日
年　齢　かぞえられないくらい
誕生地　伊勢のあるところ
性　格　くいしん坊・人なつっこい・
　　　　好奇心いっぱい
好きな食べ物　甘いものが大好き
　　　　　　　（特にお団子）

特徴　甘い物に目がなく、日本や世
界のお菓子に出会う旅を続けてい
る。あま～い香りにつられて久し
ぶりに伊勢にやって来た。なぜか
「いせわんこ」が来る所に人が集
まる。日本のお菓子はもちろん、
世界のお菓子にも詳しい。

【シンボルマーク】

【ロゴマーク】
いせわんこ【公式キャラクター】

お伊勢さん菓子博2017のホームページ http://www.kashihaku-mie.jp

おまねき隊を募集中！
●イベントなどでのＰＲ
●テレビ・ラジオへの出演・ア
シスタント
●博覧会開催期間中の会場内イ
ベントへの出演・司会など

元気な笑顔でお伊勢さん菓子博
2017の魅力を伝えるＰＲメンバ
ーを募集しています。

活動内容 応募期限 3月14日月（必着）

※応募資格・応募方法など詳しくは、
お伊勢さん菓子博2017のホームペ
ージをご覧ください。
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二見・小俣・御薗公民館講座

社会教育課（☎㉒７８８６）

　ちょっとした贈り物も華やかに。
　風呂敷を使ったラッピングや手作りの籠、お
しゃれなラッピングなどで彩りを添えて、真心
を届けましょう！

と　き　２月２日㈫、13：30～15：00
ところ　二見生涯学習センター・２階第２研修室
講　師　山根清美さん（伊勢市生涯学習講師人材

バンク登録講師）
定　員　20人（申し込み多数の場合は抽選）
持ち物　テキスト代200円、風呂敷２枚（50cm×

50cmと90cm×90cmを各１枚）、手
拭い１枚、ペットボトル（500ml）１本

申込先　二見公民館
　　　　（〒519-0609 二見町茶屋209）

と　き　２月６日㈯、10：00～12：00
ところ　小俣公民館・１階第１会議室
講　師　寺下ユキさん（伊勢市生涯学習講師人

材バンク登録講師）
定　員　15人（申し込み多数の場合は抽選）
持ち物　材料費500円、洋裁用メジャー、木工

用接着剤、はさみ、鉛筆、定規、洗濯
ばさみ10個、タオル（手拭き用）

申込先　社会教育課
　　　　（〒519-0592 小俣町元町540）

と　き　２月４日㈭、13：30～15：30
ところ　御薗公民館・学習室（御薗総合支所内）
講　師　中島美和さん（伊勢市生涯学習講師人

材バンク登録講師）
定　員　15人（申し込み多数の場合は抽選）
持ち物　材料費500円、はさみ、カッターナイ

フ、筆記用具
申込先　御薗Ｂ＆Ｇ海洋センター
　　　　（〒516-0806 御薗町上條1173-1）

二見公民館（☎42１１１７）

社会教育課（☎㉒７８８６） 御薗Ｂ＆Ｇ海洋センター（☎36４５１１）

風呂敷アレンジ講座

手づくりクラフトかご ラッピング教室

二見公民館講座

小俣公民館講座 御薗公民館講座

（往信用表） （返信用裏）

何も記入しないで
ください

52
日本郵便

返 信

郵便往復はがき

（返信用表） （往信用裏）

①講座名
②住所
③氏名（フリガナ）
④年齢
⑤性別
⑥電話番号
⑦勤務先または学

校名（市外在住
者のみ）

住　　所

　氏　　名　様

《申込先の住所》
《申込先の宛名》 

行

52
日本郵便

往 信

郵便往復はがき

市内に在住または通勤・通学している
15歳以上の人（中学生を除く）

対　象

１月20日㈬（当日消印有効）までに、往復はがきに必要事項（下図参照）を記入し、各申込先へ

※全講座に応募できます
が、１枚の往復はがき
で１人１講座の申し込
みになります。
※同一講座への重複申し
込みは無効となります。
※受講可否については、
応募者全員に返信用は
がきでお知らせします。

申し込み

無料（別途材料費が必要）受講料

ハートを贈る

往
復
は
が
き
の
書
き
方
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いせファミリー・サポート・センター事業費〔予算額〕　895万7千円（うち国補助金収入573万円）

子育てを終えた人や保育士の資格を持つ人など、子どもが好きで、子どもに関わる活動を
したい人、自らの子育てのスキル（能力）向上を目指すお母さんなどへ

いせファミリー・サポート・センターで
子育てのお手伝いをしませんか？

こども課（☎㉑５５６１）、いせファミリー・サポート・センター（☎㉘５６９２）
　市では、仕事と家庭の両立および地域の子育てを支援するため、ファミリー・サポート・センター事
業を実施しています。いせファミリー・サポート・センターは、子育てを助けてほしい人（依頼会員）の
要望に応じ、子育てのお手伝いができる人（提供会員）を紹介し、相互の信頼と了解の上で、一時的にお
子さんを預かる相互援助の会員組織です。
　同センターでは、依頼会員と提供会員を募集しています。登録は無料ですので、登録しておくだけで
も安心につながります。
※同センターの運営は、市からＮＰＯ法人三重みなみ子どもネットワークへ委託して行っています。

とき 内　　容 講師（敬称略）

２月27日㈯

9：20～ 9：30
9：30～11：30
12：30～14：30

14：40～16：40

開講式／オリエンテーション
保育の心
子どもの遊び

子ども・子育てを取り巻く環境

堀川美子（育児支援アドバイザー）
山野栄子（鈴鹿大学短期大学部生活コミュニケーショ

ン学科・こども学専攻特任准教授）
秋山則子（ＮＰＯ法人三重みなみ子どもネットワー

ク理事長）

２月28日㈰ 9：30～12：30
13：30～16：30

心の発達・障害について
身体の発達と病気

千草篤麿（高田短期大学子ども学科学科長）
羽根靖之（はね小児科医院院長）

３月５日㈯

9：30～12：30

13：30～16：30
16：40～17：10

子どもの栄養と食生活

子どもの事故と安全
会則／事業説明

馬場啓子（中部大学現代教育学部幼児教育学科非常
勤講師）

富内直美（日本赤十字社三重県支部看護師）
倉木紀子（いせファミリー・サポート・センターア

ドバイザー）

３月６日㈰

9：30～12：30

13：30～14：30
14：40～17：10

小児看護の基礎知識

子どもの生活へのケアーと援助
講座をふりかえって
・伊勢市の子育て支援
・サポーターとしての心構え

岡田まり（㈱ジェネラス訪問看護ステーションほた
るいせ管理者）

伊勢市健康課保健師

伊勢市健康課保健師
秋山則子（ＮＰＯ法人三重みなみ子どもネットワー

ク理事長）
※上記講座の全日程修了者は、３月12日㈯または13日㈰の午後１時～４時に開催予定の託児実習を受けてください。

　臨時的な子どもの預かりや、保育所・幼稚園への送迎などをしていただく
提供会員の養成講座を開催します。この講座では、子育てに関するさまざま
な知識・技術を学ぶことができます。
とき・内容・講師　下表のとおり
ところ　生涯学習センターいせトピア
対　象　市内または近隣市町に在住する20歳以上の人
定　員　30人（先着順）
受講料　無料（別途テキスト代2,100円が必要）
申し込み　電話・ファクスでいせファミリー・サポート・センター（ FAX㉘

５６７９）へ
※全日程を受講できる人を優先します。全日程を受講できない人はご相談く
ださい。
※受講後に提供会員として登録をお願いします。
※託児できます。（無料、要予約）

　子育てを助けてほしい人
（依頼会員）の希望する内
容・時間で、子どもを有償
で一時的に預かる育児援助
をしていただきます。依頼
会員と提供会員の両方を兼
ねることもできます。
　会員登録は無料です。ま
た、万一の事故に備えて保
険に加入しています。

提供会員の養成講座を開催

提供会員って　　　
　　　何をするの？
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地
震
・
津
波

避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

　
地
域
の
皆
さ
ん
が
災
害
時
の

備
え
に
つ
い
て
考
え
、
地
震
発

生
時
に
落
ち
着
い
て
適
切
な
行

動
を
取
れ
る
こ
と
を
目
指
し

て
、「
浜
郷
地
区
地
震
・
津
波

避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
し

ま
し
た
。
浜
郷
地
域
の
津
波
被

害
想
定
や
避
難
所
情
報
が
ま
と

め
ら
れ
た
も
の
で
、
地
域
内
の

各
世
帯
で
保
存
活
用
し
て
も
ら

え
る
よ
う
、
11
月
に
配
布
さ
れ

ま
し
た
。

　
「
み
ん
な
で
作
ろ
う
安
心
・

安
全
の
ま
ち
」
を
テ
ー
マ
に
、

「
自
分
た
ち
で
助
け
合
い
、
災

害
か
ら
命
を
守
る
」
た
め
、
防

災
対
策
を
重
点
目
標
に
し
て
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

津
波
避
難
訓
練
を
開
催

　

防
災
に
関
す
る
取
り
組
み

は
、「
防
災
３
ヶ
年
計
画
」（
平

成
25
年
度
〜
27
年
度
）に
基
づ

き
、
計
画
的
に
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
計
画
の
総
括
の
年
と
な

る
今
年
度
は
、
11
月
28
日
に
津

波
防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
市
主
催
の
「
有
緝
・
明
倫
・

浜
郷
・
四
郷
地
区
津
波
避
難
訓

練
」
で
指
定
避
難
所
に
約
６
５

０
人
が
避
難
し
た
後
、
二
次
訓

練
と
し
て
、
い
せ
ト
ピ
ア
で
森

本
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
ミ
ュ
ー
チ
ャ
ル
エ
イ
ド

東
海
）に
よ
る
防
災
講
習
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
講
習
で
は
、
実

際
の
避
難
所
の
状
況
や
地
域
の

防
災
活
動
に
つ
い
て
の
お
話
が

あ
り
ま
し
た
。
終
了
後
は
、
炊

き
出
し
訓
練
と
し
て
豚
汁
と
ア

ル
フ
ァ
米
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

共
有
し
て
未
来
へ
の
活
動
の
継

承
を
図
る
機
会
に
し
よ
う
と
、

記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
の
後
、岩
崎
恭
典
さ
ん（
四

日
市
大
学
教
授
）に
よ
る
記
念

講
演
が
行
わ
れ
、
約
１
０
０
人

の
参
加
者
に
向
け
て
、
こ
れ
か

ら
の
10
年
の
活
動
に
つ
な
が
る

お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
記
念
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
」
を
作
成
し
、
12
月
に
地
域

内
の
全
世
帯
に
配
布
し
ま
し
た
。

　

他
に
も
、「
厚
生
ふ
れ
あ
い

ま
つ
り
」
や
避
難
訓
練
の
開
催

を
は
じ
め
、
花
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
な
ど
の
地
域
の
環
境
美
化

活
動
、
あ
い
さ
つ
運
動
、
史
跡

め
ぐ
り
、
文
化
講
演
会
、
定
期

公
演
会
、
健
康
・
医
学
・
食
の

講
演
会
、
高
齢
者
会
食
、
三
世

代
交
流
、
買
い
物
・
生
活
の
支

援
、
月
２
回
の
「
ま
ち
づ
く
り

だ
よ
り
」
全
戸
配
布
な
ど
、
幅

広
く
充
実
し
た
取
り
組
み
が
展

開
さ
れ
て
い
ま
す
。

設
立
10
周
年
記
念
事
業

　
昨
年
は

設
立
10
周

年
の
節
目

の
年
に
当

た
り
、
い

く
つ
か
の

記
念
事
業

が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
11
月
29
日
に
は
、
こ
れ
ま
で

の
会
の
歩
み
を
振
り
返
り
、
活

動
の
目
的
や
理
念
を
再
確
認
・

　
市
内
で
活
動
し
て
い
る
23
の

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
中
で
最

も
歴
史
が
古
く
、
平
成
17
年
６

月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
５
月
に
、
こ
れ
ま
で
の

「
ま
ち
づ
く
り
計
画（
け
や
き
宣

言
）」
を
見
直
し
て
「
新
ま
ち

づ
く
り
計
画
」を
策
定
し
、「
こ

こ
に
住
む
こ
と
を
喜
び
、
誇
れ

る
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
理
念

に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
新
し
い
自
治
の
仕
組
み
と

し
て
「
ふ
る
さ
と
未
来
づ
く
り
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

市
内
全
域
で
23
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
、「
自
分
た
ち
で
考

え
て
自
分
た
ち
で
ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
く
」
と
い
う
考
え
で
活
動

し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
厚
生
地
区
と
浜
郷
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
活

動
を
紹
介
し
ま
す
。

厚
生
地
区
ま
ち
づ
く
り
の
会

浜
郷
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　
地
域
の
特
性
を
生
か
し
、

よ
り
よ
い
ま
ち
を
つ
く
る
た

め
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の

活
動
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

シ
リ
ー
ズ
ふ
る
さ
と
未
来
づ
く
り
39

市
民
交
流
課
（
☎
㉑
５
５
６
３
）

わ
た
し
た
ち
の
地
域
だ
か
ら
、

わ
た
し
た
ち
で
や
り
た
い
こ
と
が
あ
る

記念式典の様子

記念パンフレット

炊き出し訓練地震・津波避難マニュアル
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伊勢まつり
会場をパト
ロール

三重県防犯
設備協会に
よる講演

寒空の朝も！

行
う
屋
外
研
修

・
伊
勢
警
察
署
生
活
安
全
課
長

に
よ
る
防
犯
講
演

・
三
重
県
防
犯
設
備
協
会
に
よ

る
防
犯
講
演

・
伊
勢
安
土
桃
山
文
化
村
劇
団

に
よ
る
特
殊
詐
欺
被
害
防
止
の

公
演

街
頭
防
犯
啓
発
活
動

・
市
内
の
主
要
駅
前
・
大
型
ス

ー
パ
ー
前
で
、
官
民
合
同
で
防

犯
チ
ラ
シ
な
ど
を
配
布

●
会
員
一
斉
街
頭
合
同
啓
発

〔
１
月
20
日
㈬
・
午
前
７
時
15

分
〜（
予
定
）〕

・
市
民
の
防
犯
意
識
高
揚
を
目

的
に
、
近
鉄
宇
治
山
田
駅
前
で

伊
勢
市
自
主
防
犯
団
体
連
絡
会

会
員
に
よ
る
防
犯
啓
発
活
動
を

実
施

学
者
や
買
い
物
客
・
金
融
機
関

利
用
者
な
ど
に
、
盗
難
・
詐
欺

被
害
防
止
チ
ラ
シ
な
ど
を
配
布

●
防
犯
研
修
会（
４
月
）

・
鈴
鹿
市
県
営
桜
島
団
地
自
治

会
長
、
現
役
四
日
市
大
学
生
に

よ
る
防
犯
活
動
の
講
演

・
伊
勢
安
土
桃
山
文
化
村
劇
団

に
よ
る
特
殊
詐
欺
被
害
防
止
の

公
演

●
全
国
地
域
安
全
運
動
の
推
進

（
10
月
11
日
〜
20
日)

伊
勢
ま
つ
り
会
場
で
の
官
民
合

同
啓
発
活
動

・
住
宅
防
犯
機
器
の
展
示
や
防

犯
啓
発
チ
ラ
シ
な
ど
の
配
布

・
伊
勢
市
自
主
防
犯
団
体
連
絡

会
会
員
に
よ
る
会
場
内
の
パ
ト

ロ
ー
ル

防
犯
研
修
会

・
一
般
住
宅（
研
修
会
場
周
辺
）

へ
の
訪
問
型
住
宅
防
犯
診
断
を

　
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
伊
勢
市
で
は
、
犯

罪
の
発
生
を
防
ぎ
、
市
民
が
犯

罪
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
、
警
察
や
自
主
防
犯
団

体
・
自
治
会
な
ど
の
皆
さ
ん
と

共
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
防
犯
啓
発

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
自
主
防
犯
団
体
・
地
域
住
民

に
よ
る
自
主
防
犯
活
動

・
子
ど
も
の
登
下
校
時
や
夜
間

に
、
徒
歩
や
青
色
パ
ト
ロ
ー
ル

車
な
ど
で
防
犯
活
動
を
実
施

●
防
犯
講
習
会

・
市
民
の
要
望
に
応
じ
て
、
伊

勢
警
察
署
員
な
ど
に
講
師
を
依

頼
し
、
犯
罪
被
害
防
止
を
啓
発

●
警
察
・
防
犯
関
係
機
関
・
防

犯
団
体
な
ど
と
合
同
啓
発
活
動

・
毎
月
１
回
以
上
、
通
勤
・
通

平
成
27
年
度
の

伊
勢
市
の
主
な
防
犯
活
動

シ
リ
ー
ズ
防
犯

安
全
で
安
心
な

ま
ち
を
め
ざ
し
て

危
機
管
理
課
（
☎
㉑
５
５
２
４
）

辺
り
ま
で
を
思
い
の
ま
ま
気
楽

に
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
ま

す
。

◆
久
保
さ
ん
の
思
い

　
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
見
守

り
活
動
を
長
く
続
け
ら
れ
て
い

る
一
端
に
は
、出
掛
け
る
毎
朝
、

私
の
体
調
・
体
力
を
気
遣
う
妻

が
、
必
ず
朝
食
を
準
備
し
て
く

れ
る
こ
と
が
あ
り
、
あ
ら
た
め

て
感
謝
を
し
て
い
ま
す
。

　
防
犯
活
動
は
、
自
分
の
思
い

だ
け
で
成
し
得
る
と
い
う
も
の

で
な
く
、
家
族
の
理
解
と
支
え

が
な
い
と
、
成
し
得
な
い
も
の

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
私
も
家
族
の
健
康

を
気
遣
い
な
が
ら
、
地
域
で
長

く
防
犯
活
動
を
続
け
て
い
け
た

ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◆
活
動
の
経
緯

　
約
10
年
前
、
孫
の
小
学
校
入

学
を
機
に
、
自
宅
付
近
の
通
学

路
の
交
差
点
で
、
主
に
登
校
児

童
の
交
通
事
故
防
止
を
目
的
に

一
人
で
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
い
つ
の
間
に
か
、

黄
色
や
緑
色
の
上
着
・
帽
子
・

腕
章
な
ど
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
着

用
す
る
よ
う
に
な
り
、
子
ど
も

た
ち
が
犯
罪
被
害
に
遭
わ
な
い

よ
う
、
防
犯
に
目
を
向
け
た
活

動
も
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

◆
活
動
内
容

　
現
在
も
一
人
で
、
授
業
の
あ

る
日
は
ほ
ぼ
毎
朝
、
通
学
路
の

交
差
点
で
子
ど
も
た
ち
の
見
守

り
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
名

前
を
覚
え
た
当
時
は
幼
か
っ
た

子
ど
も
た
ち
が
成
長
し
て
い
く

姿
を
見
守
り
続
け
る
中
で
、
安

全
指
導
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

危
険
と
思
わ
れ
る
行
動
を
見
掛

け
た
と
き
な
ど
に
は
、
厳
し
く

指
導
を
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
夕
方
の
ほ
と
ん
ど

は
、
自
宅
か
ら
Ｊ
Ｒ
宮
川
駅
の

本
町（
小
俣
町
）防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

伊
勢
市
自
主
防
犯
団
体
連
絡
会
会
員
紹
介
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人
権
意
識
を
高
め
、
人
権
尊
重
の
精
神
を
育
て
る

た
め
、
伊
勢
市
人
権
施
策
推
進
協
議
会
で
は
、
人
権

尊
重
啓
発
ポ
ス
タ
ー
お
よ
び
標
語
を
募
集
し
ま
し
た
。

　
ポ
ス
タ
ー
は
２
５
９
点
の
応
募
が
あ
り
、
審
査
の

結
果
、
市
長
賞
９
点
と
会
長
賞
お
よ
び
奨
励
賞
が
選

ば
れ
ま
し
た
。ま
た
、標
語
は
12
点
の
応
募
が
あ
り
、

市
長
賞
１
点
と
会
長
賞
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
市
長
賞
の
作
品
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一人ひとりが
輝くために

シリーズ人権

人権政策課（☎㉑５５４６）

人
権
尊
重
啓
発
ポ
ス
タ
ー
・
標
語

入
賞
者
が
決
ま
り
ま
し
た

つなぐ手に　広がる命　平等に 向井　好弘さん（大湊町）

人権尊重啓発標語

人権尊重啓発ポスター

九鬼　すみれさん
（厚生中１年）

佐々木　麦乃さん
（北浜小４年）

高屋　遼佳さん
（明倫小１年）

松村　遥妃さん
（港中３年）

榊原　さくらさん
（小俣小６年）

田中　ゆずはさん
（御薗小３年）

成
功
例
を
紹
介
し
、
簡
単
に
高
額
の
収

入
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
強
調
す
る
場
合

が
多
い
よ
う
で
す
。
次
の
人
を
組
織
に

加
入
さ
せ
る
だ
け
で
簡
単
に
も
う
か
る

と
説
明
さ
れ
ま
す
が
、
実
際
に
は
思
う

よ
う
に
は
い
か
ず
、「
た
く
さ
ん
の
在

庫
を
抱
え
て
し
ま
っ
た
」「
人
間
関
係
が

崩
れ
て
し
ま
っ
た
」
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル

が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　
マ
ル
チ
商
法
に
つ
い
て
は
、
周
囲
の

人
か
ら
の
「
や
め
さ
せ
た
い
」
と
い
う

相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
や
る

気
に
な
っ
て
い
る
本
人
を
説
得
す
る
こ

と
は
非
常
に
困
難
な
こ
と
で
す
。
被
害

に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な

取
引
で
あ
る
か
を
理
解
し
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
取
引
は
、
特
定
商
取
引
法
で
規

制
さ
れ
て
お
り
、
20
日
間
以
内
の
ク
ー

リ
ン
グ
オ
フ
や
、
中
途
解
約
な
ど
の
制

度
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。詳
し
く
は
、

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

　

マ
ル
チ
商
法（
連
鎖
販
売
取
引
）と

は
、
商
品
の
販
売
組
織
に
加
入
し
て
い

る
者
が
、
消
費
者
を
誘
っ
て
組
織
に
加

入
さ
せ
、
さ
ら
に
そ
の
消
費
者
が
次
の

消
費
者
を
組
織
に
加
入
さ
せ
る
と
い
う

よ
う
に
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
式
に
加
入
者
を

増
や
し
て
い
く
商
品
の
販
売
方
法
で
す
。

　
次
の
消
費
者
を
加
入
さ
せ
れ
ば
利
益

が
得
ら
れ
る
と
説
明
さ
れ
る
の
が
特
徴

で
す
。
若
者
に
被
害
が
多
い
商
法
で
、

最
近
で
は「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ビ
ジ
ネ
ス
」

と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
販
売
目
的
を
告
げ
ず
に
セ
ミ
ナ
ー
な

ど
と
言
っ
て
誘
い
、
業
者
や
加
入
者
の

伊勢市消費生活センター
予算額
1,000万４千円（うち県
補助金572万７千円）

教
え
て

相
談
員
さ
ん
‼

伊
勢
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
☎
㉑
５
７
１
７
）

シ
リ
ー
ズ
消
費
生
活

マ
ル
チ
商
法
に
ご
用
心
！

長井　美侑さん
（小俣中２年）

高屋　舞佳さん
（明倫小５年）

上田　朝陽さん
（修道小２年）
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代
表　
黒
田　
健

伊
勢
・
む
す
び
の
会

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

た
だ
い
ま
活
躍
中
！

パ
ル
テ
ィ
い
せ
情
報

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

No.61

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー（
☎
⑳
４
３
８
５
）

パルティ４コマ劇場
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
選
手

を
目
指
す
！

ま
ず
は
体
力
づ
く
り
か
ら
。

寒
い
⋮
。

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

２
０
１
９
ま
で
、ま
だ
ま
だ
。

今
日
は
ゆ
っ
く
り
⋮
。

謹
賀
新
年

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

指
定
管
理
委
託
料

約
１
１
９
２
万
４
千
円

利
用
人
数

６
万
５
６
２
６
人（
平
成
26
年
度
）

い
い
と
思
い
ま
す
。

　

団
体
を
よ
り
発
展
さ
せ
た

り
、
新
し
い
活
動
を
展
開
し
た

り
、
新
し
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

構
築
し
た
り
す
る
な
ど
、
各
団

体
が
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
で
き
る

年
に
な
る
こ
と
を
祈
念
し
て
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
、
本
年
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

に
、
ま
ち
づ
く
り
や
産
業
活
性

化
を
目
指
す
市
民
活
動
団
体
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
と
っ
て
は
、
活
動
を

よ
り
発
展
さ
せ
る
ま
た
と
な
い

機
会
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
観
光
を
促
進

し
た
り
、
地
域
の
名
所
を
案
内

し
た
り
、
ま
た
、
こ
の
時
期
に

さ
ま
ざ
ま
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
行
う
こ
と
で
全

国
に
情
報
発
信
を
し
た
り
と
、

一
大
イ
ベ
ン
ト
が
終
わ
っ
た
後

の
こ
と
も
見
越
し
た
、
次
に
つ

な
が
る
活
動
を
展
開
で
き
る
と

　
伊
勢
地
域
で
は
、
遷
宮
は
終

わ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
効
果
で

大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
や
大
会
の

開
催
が
い
く
つ
も
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
伊
勢
志
摩
サ

ミ
ッ
ト
も
控
え
て
お
り
、
多
く

の
人
が
伊
勢
地
域
に
足
を
運
ぶ

状
況
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、

市
民
活
動
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
活

動
で
き
る
場
面
も
増
え
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
特

し
て
い
よ
い
よ
本
格
的
に
始
動

し
ま
し
た
。

　
次
の
御
遷
宮
を
担
う
世
代
へ

と
つ
な
げ
て
い
け
る
よ
う
、
幅

広
い
年
代
の
メ
ン
バ
ー
が
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
を
担
当
し
ま
す
。

個
人
で
登
録
・
参
加
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
の
で
、
興
味

の
あ
る
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
夏
ご
ろ
に
本
年
度
の
活
動

案
内
を
お
送
り
し
ま
す
。
裏
方

で
は
あ
り
ま
す
が
、
共
に
初
穂

曳
を
楽
し
み
、
神
嘗
祭
を
お
祝

い
し
て
、
一
緒
に
神
宮
参
拝
を

し
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ
先　
い
せ
市
民
活

動
セ
ン
タ
ー（
☎
⑳
４
３
８
５
）

　
伊
勢
・
む
す
び
の
会
は
、
毎

年
10
月
15
日
、
伊
勢
神
宮
の
一

年
で
一
番
大
き
な
お
祭
り
「
神

嘗
祭
」
に
行
う
民
俗
行
事
「
初

穂
曳
」
の
陸お

か
び
き曳
の
協
力
団
体
と

し
て
活
動
す
る
団
体
で
す
。

　
平
成
25
年
、
式
年
遷
宮
に
伴

う
民
俗
行
事「
お
白
石
持
行
事
」

で
、
全
国
か
ら
迎
え
た
特
別
神

領
民（
行
事
参
加
者
）の
お
も
て

な
し
の
一
環
と
し
て
集
ま
っ
た

地
元
伊
勢
の
メ
ン
バ
ー
の
有
志

に
よ
り
発
起
し
ま
し
た
。

　

お
白
石
持
行
事
に
お
い
て

は
、
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
お

手
伝
い
や
、
熱
中
症
対
策
な
ど

の
サ
ポ
ー
ト
を
担
当
し
ま
し
た

が
、
そ
れ
に
加
え
て
、「
エ
ン

ヤ
ー
」
の
掛
け
声
で
参
加
者
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
、
そ

し
て
、
誘
導
・
案
内
な
ど
で
円

滑
な
行
事
運
営
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。
活
動
２
年
目
と
な

っ
た
平
成
27
年
は
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
法
被
も
で
き
て
、
団
体
と

初穂曳の様子
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す
。

　
神
宝
の
展
示
で
は
特
に
武
具

を
充
実
さ
せ
、
特
集
コ
ー
ナ
ー

で
は
神
宝
の
中
で
も
特
に
「
御お

ん

太た

刀ち

」
に
特
化
し
た
展
示
を
秋

ま
で
行
い
ま
す
。
宝
刀
が
９
振ふ

り

並
ぶ
様
は
圧
巻
で
す
。
実
際
の

神
宝
を
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
、

神
宝
に
込
め
ら
れ
た
奉
仕
の

心
、
後
世
に
伝
え
ゆ
く
べ
き
遷

宮
の
意
義
を
、
多
く
の
人
々
に

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
神
宮
の
博
物
館
、
徴
古
館
。

皆
さ
ん
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

※
御
饌
殿
…
毎
日
、
朝
と
夕
に

天
照
大
神
、
豊
受
大
神
を
は
じ

め
、
各
相あ

い
ど
の
の
か
み

殿
神
や
別
宮
の
神
々

に
お
供
え
物
を
奉
る
御
殿
。

宮
記
録
絵
画
を
初
公
開
す
る

他
、
徴
古
館
所
蔵
の
重
要
文
化

財
な
ど
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、館
内
の
改
装
に
合
わ
せ
、

遷
宮
で
解
体
し
た
御み

け

で

ん

饌
殿（
※
）

を
復
元
展
示
し
、
日
々
の
お
祭

り
を
分
か
り
や
す
く
解
説
し
て

い
ま
す
。

　
御
装
束
神
宝
は
、
20
年
に
一

度
の
遷
宮
に
当
た
り
、
重
要
無

形
文
化
財
保
持
者
を
は
じ
め
当

代
最
高
の
美
術
工
芸
家
た
ち
に

よ
っ
て
作
ら
れ
る
、
神
様
に
捧

げ
る
た
め
の
装
束
や
調
度
品
で

　
耐
震
工
事
の
た
め
休
館
し
て

い
た
神
宮
徴
古
館
が
、
内
装
を

一
新
し
、
昨
年
10
月
31
日
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。

　
今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
の

展
示
で
は
、
平
成
25
年
の
神
宮

式
年
遷
宮
で
社
殿
よ
り
お
下
げ

し
た
御
装
束
神
宝
や
、
平
成
17

年
か
ら
制
作
を
進
め
て
き
た
遷

　
今
回
は
、
神
宮
徴
古
館
の
潮

貴
文
さ
ん
か
ら
の
情
報
提
供
で

す
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た

館
内
の
展
示

御
装
束
神
宝
と
は

所 在 地　神田久志本町1754- １
電話番号　☎㉒１７００
開館時間　９：00～16：30
　　　　　（入館は16：00まで）
休 館 日　木曜日
　　　　　（祝日の場合は翌日）
入 館 料　大人500円
　　　　　小・中学生100円

神宮徴古館

伊勢まるごと

文化振興課内・伊勢まるごと博物館ネット
ワーク会議事務局（☎㉒７８８５）

博物館だより 39

神宮徴古館
第
六
十
二
回
神
宮
式
年
遷
宮

御お
ん
し
ょ
う
ぞ
く
し
ん
ぽ
う

装
束
神
宝

遷
宮
記
録
絵
画 

公
開
中各種神宝を展示

◆
知
っ
て
も
ら
い
た
い
紙
類
の

出
し
方

　
お
菓
子
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー

パ
ー
の
空
き
箱
は
、
ま
と
め
て

ひ
も
で
縛
っ
て
出
し
て
く
だ
さ

い
。
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
の

取
り
出
し
口
の
ビ
ニ
ー
ル
に
つ

い
て
は
、
外
し
て
「
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
製
容
器
包
装
」
と
し
て
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
お
菓
子
の
空
き
箱
な
ど
の
細

か
い
紙

類
は
、

紙
封
筒

に
入
れ

て
出
す

か
、
雑

誌
に
挟

ん
で
出

す
こ
と

も
で
き

ま
す
。

◆
燃
え
る
ご
み
か
ら
減
ら
せ
る

紙
類

　
平
成
26
年
度
に
市
が
行
っ
た

調
査
に
よ
る
と
、
各
家
庭
か
ら

出
さ
れ
た
燃
え
る
ご
み
の
う

ち
、紙
類
が
16・
４
％（
重
量
比
）

を
占
め
て
い
ま
し
た
。
雑
誌
な

ど
は
き
ち
ん
と
分
別
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
お
菓
子
や
テ
ィ
ッ
シ

ュ
ペ
ー
パ
ー
の
空
き
箱
の
燃
え

る
ご
み
へ
の
混
入
が
、
た
び
た

び
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
紙
マ
ー

ク
の
表
示
が
あ
る
も
の
は
「
紙

類
」
の
資
源
物
と
し
て
出
し
て

く
だ
さ
い
。

清
掃
課（
☎
37
１
４
４
３
）

シ
リ
ー
ズ
資
源

め
ざ
せ
！ 

ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち

紙
類
の
分
別
に

ご
協
力
を

紙封筒に入れて出す雑誌に挟んで出す

紙マーク
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リサイクルの出前講座の様子

家庭で実践！肥満予防のおすすめレシピ低カロリー・
バランス食

白 酢 あ え
材料（２人分）

作り方
１　木綿豆腐はキッチンペーパーで包み、電子レンジで約30秒

加熱して冷まし、水気を絞る。
２　すり鉢またはフードプロセッサーでいりごまをよくすり、１

とAを加えてすり混ぜる。固い場合は、だし汁（分量外）を加
えて混ぜる。

３　ホウレン草はゆでて水気を絞り、３～４cm の長さに切る。
えびは背わたを取ってゆで、B をかけて５分程度置き、１
cm 程度に刻む。戻したキクラゲをだし汁（分量外）でさっと
煮て細かく切る。

４　３の水気を切り、２であえて器に盛る。

　寒い季節は、血管が収縮して血圧が上がりやすいと
いわれています。血圧が高めの人は、塩分を取り過ぎ
ていないか食生活を見直してみましょう。素材の味を
生かした薄味を習慣にして高血圧を予防しましょう。

一口メモ 今回のレシピのテーマ「塩分控えめで素材の味を楽しもう」

１人分の栄養価
93kcal ／たんぱく質9.1g／脂質3.6g／塩分 0.5g

健康課（☎㉗２４３５）

木綿豆腐･･････････････100ｇ
いりごま･･････････大さじ1/2
　　砂糖････････････ 小さじ2
　　塩････････････小さじ1/6
　　酢･･････････････ 小さじ2

ホウレン草･････････････ 80ｇ
キクラゲ････････････････１枚
えび･･･････････････････ 40ｇ
　　酢･･････････････小さじ１
　　砂糖･･････････小さじ1/2

A B

市のホームページでバックナンバーを見ることができます
市のホームページ －「くらしのガイド」－「健康」－「低カロリー・バランス食レシピ」

低カロリー・バランス食   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭で実践!肥満予防のおすすめレシピ 

伊勢市のホームページでバックナンバーも見ることができます 

⇒ http://www.city.ise.mie.jp 「くらしのガイド」－「健康」－「低カロリー・バランス食レシピ」

 

一口メモ 今回のレシピのテーマ「塩分控えめで素材の味を楽しもう」 
  

寒い季節は、血管が収縮して血圧が上がりやすいと言われています。血圧が高めの方は、塩分をとり過ぎてい
ないか食生活を見直してみましょう。素材の味を生かした薄味を習慣にして、高血圧を予防しましょう。 
 

1 日の塩分量の目標；男性８ｇ未満、女性７ｇ未満 （高血圧が心配な方は 6ｇ未満） 

 

☆調味料の塩分量 
（小さじ１杯あたり） 

 

バックナンバーはこちらから  

材料( 2 人分) 

木綿豆腐 

  いりごま

A 砂糖 

  塩  

  酢 

１００ｇ

大さじ 1/2

小さじ２

小さじ 1/6

小さじ２

  ホウレンソウ 

  キクラゲ 

  えび 

B  酢 

砂糖 

８０ｇ

１枚

４０ｇ

小さじ１

小さじ

1/2

作り方 

１ 木綿豆腐はｷｯﾁﾝﾍﾟｰﾊﾟｰで包み、電子レンジで約３０秒

加熱して冷まし、水気を絞る。 

２ すり鉢またはﾌｰﾄﾞﾌﾟﾛｾｯｻｰでごまをよくすり、１と A を加

えてすり混ぜる。固い場合は、だし汁（分量外）を加え、

ぽったりとした状態にする。 

３ ほうれん草は茹でて、水気を絞り、３～４cm 長さに切

る。えびは背わたを取って茹で、B をかけて５分程度置

き、１ｃｍ位に刻む。戻したキクラゲをだし汁（分量外）で

さっと煮て、細かく切る。 

４ ３の水気を切り、２であえて器に盛る。 

いりごまと甘酢であえ 
塩分控えめでも風味豊かな
仕上がりです。 

白酢あえ 

1 人分の栄養価   

93kcal ／蛋白質 9.1g／脂質 3.6g／塩分 0.5g 

塩 

6.0ｇ 

しょうゆ（濃口）

0.9ｇ 

みそ 

0.7ｇ 

ウスターソース 

0.5ｇ 

いりごまと甘酢であえ、
塩分控えめでも風味
豊かな仕上がりです。

1日の塩分量の目標：男性８ｇ未満、女性７ｇ未満
　（高血圧が心配な人は６ｇ未満）

調味料の塩分量
（小さじ１杯当たり）

塩　 6.0ｇ　 しょうゆ（濃口） 0.9ｇ
みそ 0.7ｇ　 ウスターソース 0.5ｇ

　
市
で
は
、
自
治
会
・
学
生
グ

ル
ー
プ
・
幼
稚
園
・
小
学
校
・

会
社
な
ど
の
10
人
以
上
の
団
体

を
対
象
に
、
要
望
に
応
じ
て
、

伊
勢
市
の
ご
み
の
現
状
や
ご
み

の
分
け
方
・
出
し
方
、
リ
サ
イ

ク
ル
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、「
新
し
い
団
地
に

引
っ
越
し
て
き
た
人
た
ち
に
ご

み
出
し
の
ル
ー
ル
を
説
明
し
て

ほ
し
い
」「
ご
み
に
関
す
る
勉
強

会
を
開
催
す
る
の
で
、
収
集
し

て
い
る
職
員
か
ら
直
接
話
を
聞

き
た
い
」
な
ど
、
ご
み
に
関
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
清
掃
課
職

員
が
出
向
い
て
説
明
を
し
ま
す
。

　
出
前
講
座（
説
明
会
）の
開
催

を
希
望
す
る
団
体
は
、
清
掃
課

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◆
分
別
後
の
紙
類
の
リ
サ
イ
ク

ル
　
紙
類
と
し
て
出
さ
れ
た
資
源

物
は
、
左
表
の
よ
う
に
リ
サ
イ

ク
ル
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
分
別
と
燃
え
る
ご
み
の
減
量

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
紙
類
が
資
源
物
と
し
て
出
さ

れ
た
場
合
、
１
㎏
当
た
り
２
〜

６
円（
平
成
27
年
11
月
現
在
）で

古
紙
問
屋
に
買
い
取
り
さ
れ
、

そ
の
後
、
工
場
で
リ
サ
イ
ク
ル

さ
れ
ま
す
。

ご
み
に
関
す
る

出
前
講
座（
説
明
会
）

分別後の紙類のリサイクル
資源物の分類 リサイクルされた後の製品

新聞・折込チラシ 新聞用紙、ノート・コピー用紙など

雑誌・雑紙類 段ボール原紙、紙製の容器の原紙

段ボール 段ボール原紙

飲料用紙パック トイレットペーパー、ティッシュペ
ーパー
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いせぼれんだより No.67

伊勢市ボランティア連絡協議会（八日市場町・福祉健康センター内）（☎㉗２４２５、FAX㉗２４１２）

　新年おめでとうございます。
　初春の伊勢の街は、初詣の人々で大層にぎわってい
ます。
　おもてなしの心で行っている伊勢市駅前での案内
も、はや一年を迎えます。伊勢を旅される観光客の皆
さまは、インターネットなどで情報を得られる方も多
く、しかし、電車を降りられた多くの皆さまからは「外
宮・内宮までは…」等々さまざまな質問をいただきま
す。安心してお伊勢さんを楽しんでいただけるよう、
今後も研修に努めます。
　また、春には伊勢志摩サミットを控えています。安
全重視の開催のため、一人一人が情報のキャッチや発
信が出来るよう本会も取り組みます。
　本年も皆さまのご支援をお願い申し上げます。

ボランティア団体紹介コーナー

　ボランティア団体の活動概要を順次紹介し
ます。
●伊勢朗読会
　毎月２回の勉強会を行い、舞台朗読・施設
訪問などをしています。
●手芸グループあじさい
　勉強会を行い、施設などで季節に合ったも
のを一緒に楽しみながら手作りしています。
●地域福祉ボランティアグループ ふくふく会
　町の美化や宅老所の運営に取り組んでいま
す。
※活動を希望する人は、伊勢市ボランティア
連絡協議会へ問い合わせてください。

　伊勢市ボランティア連絡協議会では資源回
収を行っています。リサイクル活動にご協力
をお願いします。
と　き　偶数月の第３土曜日（午前９時30分まで）
ところ　福祉健康センター・裏玄関近く

　福祉や発展途上国の子どもたちの医療活動・
教育に生かされます。

資源回収 　伊勢市ボランティア連絡協議会では、昨年4月
から、毎週土・日曜日の午前中に、ＪＲ伊勢市駅
前で観光客への案内ボランティアを始めました。
　初めて伊勢市を訪れる人たちにとっては右も左
も分からず、心細い気持ちで駅を降りられる人も
います。そこで、ちょっとした簡単な情報を確認
するだけで、その後の伊勢の観光を、スムーズに
楽しく過ごしていただけるのではないかとの思い
で案内しています。ま
た、手作りのしおりを
お渡しすると、「記念
になる」と言って大変
喜ばれています。

伊勢市ボランティア連絡協議会　　
会長　泰道　詞子

〰〰〰〰〰〰ごあいさつ〰〰〰〰〰〰

おもてなしの心で
伊勢市駅前ボランティア

観光客の案内ボランティア

福祉健康センターへお届けください

切手

段ボール
新聞紙 アルミ缶

書き損じはがき
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　三重県全体のボランティアの連携を進めた
いとの思いで開催されるもので、福祉・環境・
防災の３部会合同研修会です。
　ボランティア活動の大切さを中心に、連携
の重要性をテーマに考えましょう。
とき　１月23日㈯、午前10時～午後０時30分
ところ　熊野古道センター（尾鷲市向井12-4）
内容　講演「地域で本当に必要なボランティ
アとは？～ひとりぼっちをつくらないまち
づくりを楽しく続けるためのお節介のすす
め～」新崎国広さん（大阪教育大学教養学
科発達人間福祉学コース准教授）、ワール
ドカフェ形式のグループでの話し合い
問い合わせ先　伊勢市ボランティア連絡協議会

　「障がいのある人やお年寄りの助けに
なれば」との思いで「福祉自助具」の製
作に取り組んでいます。
　身体の動作が不自由な人たちが、少し
でも自分で日常生活動作ができるように
と工夫した道具を作ります。興味のある
人は一緒に活動しませんか。

福祉自助具推進の会からの

“こんな自助具があれば、助かるな～”

そんな皆さんのアイデアを募集しています！

三重県ボランティア連絡協議会
総合研修会のお知らせ

　青少年や高齢者などの問題が多発している現在、
私たち伊勢市内のボランティア活動者が、豊かな地
域社会のまちづくりに寄与することを目的に、平成
18年から「支援ネットワーク」活動として、見守り・
見回りを実施しています。
　このたび、さらに「支援ネットワーク」を再強化
することを目的に、回数を増やして活動を実施しま
す。「見守り・見回り・災害」の黄色の支援ネット
ワークカードを、外出時に皆さんの目につく所に携
帯することが、犯罪などの抑止力となり、また、緊
急時（災害時）において迅速な支援体制を図ることと
なります。私たちが地域住民の皆さんに情報提供な
どを求めてお声掛けする際には、活動へのご理解・
ご協力をお願いします。
　また私たちは、早期
発見・抑止力向上を目
的に、公共機関（警察・
教育委員会・市・社会
福祉協議会など）との
連携を取りながら活動
しています。

　平成28年度から、個人ボランティアの登録を開
始します。
　伊勢市ボランティア連絡協議会は、今まではボラ
ンティアグループだけで組織する団体でしたが、多
くの皆さんにボランティア活動へ参加していただき
たく、個人での登録も歓迎します。
　若い人たちの活動も必要な時代になってきていま
す。「一人でもボランティアに参加しよう！」とい
う思いのある人を募集します。伊勢市ボランティア
連絡協議会を皆でつくっていきましょう。

見守り・見回り・災害
「支援ネットワーク」の再強化

個人ボランティアの募集

声

自助具の一例

車椅子けん引

プルタブ開け

改良爪切り

リーチャー
物を取るための長
さ１ｍ程度の道具
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時１月31日㈰、14：00～15：30　所いせ市民活動
センター北館（いせシティプラザ）・２階会議室B　
内井村律子さん・広垣進さんによるリコーダーとク
ラシックギターのコンサート（重奏と独奏）　料前売
り700円、当日800円
※収益の一部は、いせ市民活動センター災害復興支
援プロジェクトに寄託されます。

　外宮の周辺地域である山田の歴史や生活文化を伝
える講座などを行う「伊勢やまだ大学」では、山田
にある各商店街などの商店主が、プロならではの専
門的な知識や暮らしに役立つ情報を発信する「お店
ゼミ」を２月７日㈰～３月６日㈰に実施します。
※お店ゼミの日時・内容・申し込み方法など詳しく
は、１月20日㈬から、「伊勢やまだ大学」のホー
ムページ（http://ise-yamada.jp/）に掲載します。

時１月12日㈫～16日㈯、9：00～16：00　所生涯
学習センターいせトピア・１階ふれあい広場　内第
60回の作品展となりました。伊勢伝統の木彫・根
付の展示です。趣味からプロの作家の技と造形美を
お楽しみください。

　このコーナーは、国・県・市または教育委員会が共催・後援などをするイベ
ント情報を案内するコーナーです。参加費などの記載のないものは無料です。イベント掲示板

　このコーナーは、市民団体などの皆さんが、イベント案内や会員募集などに
利用できるコーナーです。参加費などの記載のないものは無料です。みんなの広場

ふえとギターの音遊び 伊勢やまだ大学「お店ゼミ」

伊勢志摩木彫会作品展

伊勢市クラシックギターを楽しむ会・広垣さん
（☎090-5618-4463）

伊勢やまだ大学運営委員会事務局（☎25-5155）

伊勢志摩木彫会（☎24-3454）

時１月19日㈫～２月19日㈮、9：00～21：00　所イ
オンタウン伊勢ララパーク・２階　内干

え

支
と

と新年の
言葉を凧に書きました。児童から大人までの個性あ
ふれる作品の展示。お気に入り作品投票あります。

「凧
たこ

に絵と文字」展
祥裕会・飯田さん（☎23-3187）

時１月24日㈰、13：30～15：00　所村井楽器伊勢
店・２階ホール（御薗町長屋2175）　内名だたるプ
ロミュージシャンと即興活動を展開する新倉壮朗と
「ライブスペース勢の！」の仲間たちによる即興ラ
イブです。

即興ライブ ～新倉壮
た け お

朗と勢の！～
ＮＰＯ法人三重音楽療法地域推進協会（☎23-1125）

時１月24日㈰、9：00～11：30・13：00～14：30
所 JSS スイミングスクール松阪（松阪市田村町235-
1）　対県内在住の知的障がい児・者　内ご好評に
つき第３回目の開催となりました。みんなでプール
を楽しみましょう！詳しくは、お気軽にお問い合わ
せください。　定40人（申し込み多数の場合は抽選）
料500円　申１月21日㈭までに、こいしろの里へ

第３回こいしろの里水泳体験教室
社会福祉法人ベテスタ 障害者支援施設 こいしろの里

（☎0598-28-4835）

時２月７日㈰、13：30～　所労働福祉会館・２階
大会議室　内多気町職員として地元の高校生レスト
ラン開設を手掛けた岸川政之さんから、数々の地域
活性化に取り組まれたお話を伺います。　定120人

探そう！磨こう！地域の宝！
三重県友の会伊勢支部（☎43-2855）

イベント掲示板
& みんなの広場

時とき 　所ところ 　対対象　　内内容
定定員　 料料金　　 申申し込み

３月15日号＝１月29日㈮
４月１日号＝２月15日㈪

掲載申し込み
締め切り
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安
全
と
院
内
感
染
の
防
止
に
取

り
組
み
、
患
者
さ
ん
に
質
の
高

い
安
全
・
安
心
な
医
療
を
提
供

で
き
る
体
制
を
構
築
す
る
た
め

の
実
践
隊
と
し
て
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
院
長
を
室
長
と
し
、

医
療
安
全
管
理
者
と
感
染
認
定

看
護
師
を
中
心
に
、
医
師
・
薬

剤
師
・
臨
床
工
学
技
士
・
看
護

師
・
事
務
職
員
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
同
室
で
は
、
職
員
へ
の
教
育

や
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
、
イ
ン

シ
デ
ン
ト（
事
故
に
つ
な
が
り

か
ね
な
い
出
来
事
）の
報
告
か

ら
の
改
善
、
感
染
に
関
す
る
デ

ー
タ
の
収
集
な
ど
、感
染
予
防・

医
療
安
全
に
関
す
る
こ
と
全
般

を
、
医
療
事
故
防
止
委
員
会
と

院
内
感
染
防
止
委
員
会
や
Ｉ
Ｃ

Ｔ（
感
染
制
御
チ
ー
ム
）と
共
同

し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
私

た
ち
医
療
従
事
者
の
安
全
意
識

の
向
上
と
と
も
に
、
患
者
さ
ん

と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ（
協

力
関
係
）を
築
き
、
よ
り
安
全

な
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
が
で

き
る
病
院
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
来
院
時
に
、
診
察
や
処
置
を

受
け
ら
れ
る
際
に
は
、
患
者
間

違
い
の
防
止
の
た
め
に
フ
ル
ネ

ー
ム
で
名
乗
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
院

内
感
染
の
予
防
の
た
め
に
、
来

院
さ
れ
る
皆
さ
ん
は
、
手
洗
い

と
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

故
が
次
々
と
起
こ
り
、
医
療
界

は
社
会
か
ら
の
信
頼
を
一
気
に

失
い
ま
し
た
。
日
本
で
は
、
こ

の
年
の
こ
と
を
「
医
療
安
全
元

年
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
そ
の

後
、
厚
生
労
働
省
は
、
医
療
事

故
を
防
ぐ
た
め
の
施
策
を
打
ち

出
し
、
診
療
報
酬
に
医
療
安
全

管
理
加
算
が
導
入
さ
れ
、
今
に

至
っ
て
い
ま
す
。

　
伊
勢
総
合
病
院
の
医
療
安
全

管
理
室
は
、
組
織
と
し
て
医
療

　
皆
さ
ん
は
、
１
９
９
９
年
１

月
11
日
に
神
奈
川
県
で
起
こ
っ

た
患
者
取
り
違
え
事
故
を
覚
え

て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
事

故
は
、
心
臓
の
手
術
を
受
け
る

患
者
さ
ん
と
肺
の
手
術
を
受
け

る
患
者
さ
ん
が
取
り
違
え
ら
れ

て
手
術
を
受
け
て
し
ま
っ
た
と

い
う
も
の
で
し
た
。

　
こ
の
年
に
は
大
き
な
死
亡
事

医
療
安
全
管
理
室

伊
勢
総
合
病
院
シ
リ
ー
ズ
39

愛
情
と
誇
り
を
持
て
る

病
院
を
目
指
し
て

伊
勢
総
合
病
院（
☎
㉓
５
１
１
１
）

広
告

広
告
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な
り
ま
す
。

参
加
費　
１
０
０
円（
当
日
持

参
）

持
ち
物　
飲
み
物
・
タ
オ
ル
な

ど問
い
合
わ
せ
先　
伊
勢
市
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
・
奥
田
さ

ん（
☎
０
９
０
・
７
６
９
６
・

２
８
６
２
）

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
荒
天
の
場
合
、
午
前
７
時
に

開
催
可
否
を
決
定
し
ま
す
。

※
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
は
、

大
人
と
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※
参
加
賞
が
あ
り
ま
す
。

と
き　
１
月
21
日
㈭
、
午
後
１

時
〜
２
時

と
こ
ろ　
伊
勢
総
合
病
院
・
２

階
講
堂

内
容　
講
座
「
糖
尿
病
と
動
脈

硬
化
」
藤
本
昌
雄（
伊
勢
総
合

病
院
内
科
医
師
）

　
体
力
の
維
持
・
向
上
や
運
動

を
始
め
る
き
っ
か
け
づ
く
り
の

た
め
、
楽
し
く
参
加
で
き
る
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
。

と
き　
１
月
24
日
㈰
、
午
前
９

時
30
分
〜（
受
け
付
け
は
午
前

９
時
〜
）

集
合
場
所　
外
宮
・
表
参
道
火

除
橋
前

内
容　
初
詣
「
外
宮
〜
内
宮
コ

ー
ス
」（
約
６
㎞
）の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ

※
集
合
場
所
と
解
散
場
所
が
異

　
第
２
回
は
「
お
伊
勢
参
り
の

街
道
と
食
」
を
テ
ー
マ
に
、
講

演
や
お
伊
勢
参
り
に
関
連
す
る

ク
イ
ズ
を
行
い
ま
す
。

と
き　
２
月
７
日
㈰
、
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　
伊
勢
商
工
会
議
所
・

５
階
大
ホ
ー
ル

講
師　
岡
田
登
さ
ん（
皇
學
館

大
学
教
授
）

定
員　
１
０
０
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　
参
加
者
全
員
の
氏

名
と
代
表
者
の
住
所
・
電
話
番

号
を
、
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル

で
同
課（
FAX
㉑
５
５
２
２
、
ア

ド
レ
スkanko-sinko@

city.
ise.m

ie.jp
）へ

※
手
話
通
訳
あ
り
。

院
内
の
案
内
、
移
動
図
書（
病

室
を
訪
れ
て
入
院
中
の
患
者
へ

の
本
の
貸
し
出
し
）、
車
い
す

や
点
滴
ス
タ
ン
ド
な
ど
の
点

検
・
清
掃
、
医
療
材
料
作
り
な

ど※
活
動
内
容
は
本
人
の
希
望
に

よ
り
ま
す
。

病
院
の
受
け
入
れ
体
制

・
年
１
回
、
定
期
健
診
を
受
け

て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
病
院
の
負
担
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
保
険
に
加
入
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

・
エ
プ
ロ
ン
・
名
札
を
用
意
し

ま
す
。

・
昼
を
ま
た
い
で
活
動
さ
れ
る

場
合
は
食
事
を
用
意
し
ま
す
。

※
無
報
酬
で
の
活
動
と
な
り
ま

す
。

　
同
病
院
で
は
、
患
者
の
皆
さ

ん
を
温
か
い
雰
囲
気
で
迎
え
ら

れ
る
よ
う
に
、
病
院
職
員
と
協

力
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
く
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

活
動
日
時　
月
〜
金
曜
日（
祝

日
を
除
く
）・
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
の
間
で
、
都
合
の

良
い
時
間

活
動
場
所　
玄
関
ロ
ビ
ー
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
室
・
病
棟
な
ど

活
動
内
容　
車
い
す
の
患
者
の

介
助
、
病
棟
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
室

へ
の
車
い
す
の
患
者
の
移
動
、

情
報
コ
ー
ナ
ー

参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料

募 

集

伊
勢
総
合
病
院
医
療
事
務
課

（
☎
�
５
１
１
１
）

伊
勢
総
合
病
院

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

催
し
物

観
光
振
興
課（
☎
�
５
５
６
６
）

お
か
げ
の
国
フ
ォ
ー
ラ
ム

伊
勢
総
合
病
院
栄
養
管
理
室

（
☎
�
５
１
１
１
）

糖
尿
病
教
室

ス
ポ
ー
ツ
課（
☎
�
７
８
９
５
）

市
民
ふ
れ
あ
い

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

予
算
額　
30
万
円（
５
回
分
）
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伊
勢
市
と
共
に
市
内
の
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
運
動
効
果

の
検
証
に
取
り
組
ん
で
い
る
皇

学
館
大
學
教
育
学
部
教
育
学
科

身
体
運
動
学
研
究
室
・
小
木
曽

先
生
と
同
大
学
の
学
生
た
ち
と

一
緒
に
、
楽
し
く
運
動
し
ま
し

ょ
う
。

と
き　
１
月
24
日
㈰
、
午
前
10

時
〜（
受
け
付
け
は
午
前
９
時

30
分
〜
）

集
合
場
所　
県
営
サ
ン
ア
リ
ー

ナ
・
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
室

内
容　
体
を
動
か
す
実
技
、
講

義定
員　
50
人

持
ち
物　

運
動
の
で
き
る
服

装
、
飲
み
物
、
ヨ
ガ
マ
ッ
ト

申
し
込
み　
電
話
で
同
ア
リ
ー

ナ
へ

と
き　

第
１
回
…
２
月
７
日

㈰
、
第
２
回
…
２
月
21
日
㈰

・
創
業
相
談
…
午
前
９
時
〜
正

午
、
午
後
３
時
30
分
〜
５
時

・
特
別
講
座
…
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

特
別
講
座
内
容

・
第
１
回
…「
整
理
収
納
講
座
」

西
村
み
き
さ
ん（
整
理
収
納
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
）

・
第
２
回
…「
若
年
雇
用
促
進

法
に
基
づ
く
新
た
な
認
定
制
度

に
つ
い
て
」前
橋
克
彦
さ
ん（
社

会
保
険
労
務
士
）

定
員　
各
30
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　
２
月
５
日
㈮
ま
で

に
同
セ
ン
タ
ー
へ

※
特
別
講
座
の
み
の
受
講
も
可
。

申
し
込
み　
電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
同
課（
FAX
㉑
０
６
８
３
）

へと
き　
２
月
８
日
㈪
、
午
前
10

時
30
分
〜
正
午

と
こ
ろ　
小
俣
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　
市
内
在
住
の
乳
児（
生

後
７
〜
11
カ
月
）の
保
護
者

内
容　
離
乳
食（
後
期
〜
完
了

期
）の
お
話
と
試
食

定
員　
25
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　

１
月
15
日
㈮
か

ら
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

同
課（
FAX
㉑
０
６
８
３
）へ

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
い
つ
で

も
、
誰
で
も
で
き
る
手
軽
な
健

康
法
の
一
つ
で
、
体
に
大
き
な

負
担
を
か
け
る
こ
と
な
く
、
長

く
続
け
ら
れ
る
運
動
で
す
。

　
今
回
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
案

内
役
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
身

近
な
ヘ
ル
ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

（
健
康
づ
く
り
を
積
極
的
に
実

践
し
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
役
を

担
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）で
す
。

と
き　
２
月
19
日
㈮
、
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分（
雨
天
の

場
合
は
中
止
）

集
合
場
所　
小
俣
総
合
体
育
館

前対
象　
市
内
在
住
の
人

内
容　
小
俣
田
園
コ
ー
ス（
約

６
㎞
）の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

※
コ
ー
ス
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

定
員　
60
人（
先
着
順
）

持
ち
物　
傷
害
保
険
料
30
円
程

度
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
運
動

の
で
き
る
服
装
・
靴

　
日
本
人
の
15
人
に
１
人
が
う

つ
病
を
経
験
し
て
い
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
「
う
つ
病
か
な
？
」
と
思
っ

た
と
き
、
正
し
い
対
応
を
し
な

い
と
悪
化
し
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
う
つ
病
も
早
期
発

見
・
早
期
治
療
が
回
復
へ
の
鍵

で
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
う
つ
病
に
つ

い
て
の
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

と
き　
２
月
11
日
㈷
、
午
後
１

時
30
分
〜
３
時

と
こ
ろ　
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　
市
内
在
住
の
人

内
容　
講
演
「
う
つ
病
に
つ
い

て
」
楠
本
み
ち
る
さ
ん（
三
重

県
立
こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー

医
師
）

定
員　
50
人
程
度

申
し
込
み　
電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
同
課（
FAX
㉑
０
６
８
３
）

へ

予
算
額　
約
35
万
５
千
円（
16
回

分
）

産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
５
６
７
７
）

健
康
課（
☎
�
２
４
３
５
）

健
康
課（
☎
�
２
４
３
５
）

健
康
課（
☎
�
２
４
３
５
）

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り

教
室
～
う
つ
病
に
つ
い
て

休
日
創
業
相
談
会
・

特
別
講
座

離
乳
食
教
室

ヘ
ル
ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

健
康
課
の
共
同
企
画

健
康
の
日
に
お
け
る
啓
発
事
業

県
営
サ
ン
ア
リ
ー
ナ

（
☎
�
７
７
０
０
）

生
活
の
中
で
の
一
工
夫

～
筋
肉
の
活
性
化
と
ダ
イ
エ

ッ
ト
～

Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｅ　

Ｕ
Ｐ

Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

情報コーナー
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左
表
の
市
有
地
を
先
着
順
に

売
却
し
ま
す
。

対
象　
一
定
の
資
格
を
満
た
す

個
人
・
法
人

申
し
込
み　
５
月
25
日
㈬
ま
で

に
、
申
込
書
と
添
付
書
類
を
直

接
同
課
へ

※
売
却
の
案
内
書
は
、
同
課
・

各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
市
立
小
・
中
学
校

の
体
育
施
設（
体
育
館
・
運
動

場
な
ど
）を
開
放
し
、
団
体
が

利
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。

　
平
成
28
年
４
月
〜
平
成
29
年

３
月
に
施
設
の
利
用
を
希
望
す

る
団
体
は
、
事
前
に
登
録
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
方
法　
２
月
１
日
㈪
〜
15

日
㈪（
各
申
請
先
の
休
業
日
を

除
く
）に
、
申
請
書
を
直
接
申

請
先
へ

※
申
請
書
は
各
申
請
先
に
あ
り

　
福
祉
・
介
護
の
仕
事
を
探
し

て
い
る
人
を
対
象
に
、
就
職
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　
２
月
７
日
㈰
、
午
後
１

時
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　
三
重
県
文
化
会
館
・

２
階
第
１
・
第
２
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
津
市
一
身
田
上
津
部
田
１
２

３
４
・
三
重
県
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
内
）

対
象　
福
祉
・
介
護
の
職
場
に

就
職
を
希
望
し
て
い
る
、
ま
た

は
関
心
の
あ
る
一
般
・
学
生

※
託
児
で
き
ま
す
。（
２
月
２

日
㈫
ま
で
に
予
約
が
必
要
）

ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

申
請
先

・
二
見
町
の
学
校
…
二
見
公
民

館・
小
俣
町
の
学
校
…
小
俣
総
合

体
育
館

・
御
薗
町
の
学
校
…
御
薗
Ｂ
＆

Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

・
そ
の
他
の
学
校
…
各
学
校

使
用
料　
下
表
の
と
お
り（
照

明
使
用
時
の
み
必
要
）

※
使
用
可
能
時
間
に
つ
い
て

は
、
各
申
請
先
へ
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

※
学
校
・
市
・
地
元
自
治
会
な

ど
の
行
事
が
行
わ
れ
る
と
き
は

利
用
で
き
ま
せ
ん
。

※
学
区
内
に
あ
る
団
体
の
利
用

を
優
先
し
ま
す
。

※
宮
川
中
学
校
の
開
放
に
つ
い

て
は
、
新
体
育
館
完
成
後
に
あ

ら
た
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
県
下
の
税
務
連
絡
協
議
会
の

主
催
で
、
次
の
と
お
り
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

と
き　
２
月
10
日
㈬
、
午
後
３

時
〜
５
時

と
こ
ろ　
神
宮
会
館
・
大
講
堂

（
宇
治
中
之
切
町
１
５
２
）

内
容　
藤
田
博
一
さ
ん（
名
古

屋
国
税
局
局
長
）に
よ
る
新
春

講
演
「
税
務
行
政
の
展
望
」、

税
に
関
す
る
作
文
の
受
賞
者
と

作
文
の
紹
介

伊
勢
商
工
会
議
所
内
・
伊
勢
税
務

連
絡
協
議
会（
☎
�
５
１
５
１
）

三
重
県
社
会
福
祉
協
議
会
三
重

県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
５
９
・
２
２
７
・
５
１
６
０
）

ス
ポ
ー
ツ
課（
☎
�
７
８
９
１
）

用
地
課（
☎
�
５
５
６
２
）

新
春
税
務
講
演
会

福
祉
・
介
護
の
就
職
フ

ェ
ア

学
校
の
体
育
館
・
運
動

場
な
ど
の
利
用

市
有
地
を
先
着
順
に
売
却

お
知
ら
せ

学校の体育館・運動場などの利用
施設 学校名 使用料

体育館
小俣小、明野小、御薗小、倉田山中、五十鈴
中、厚生中、港中、二見中、小俣中、御薗中

全面：1,020円／２時間
片面： 510円／２時間

上記以外の小・中学校（宮川中を除く） 全面： 510円／２時間

運動場 小俣中、二見中 全面：1,020円／１時間
御薗小 全面： 510円／１時間

テニスコート 小俣中、御薗中 １面： 300円／１時間
体育館ミーテ
ィングルーム 御薗小 300円／２時間

使
用
料
収
入〔
予
算
額
〕　
５
５
０

万
円

※
施
設
開
放
委
託
料
・
光
熱
水
費

な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

市有地売却物件

所在地 中島２丁目
1253番３

面積 180.16㎡
（約54.6坪）

地目 宅地
建ぺい率
(容積率)

60%
（200%）

用途地域 第一種住居地域
最低売却価格 8,750,000円

情報コーナー
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推
進
法
特
集
ペ
ー
ジ
」（http://

w
w
w
.m
hlw

.go.jp/stf/
seisakunitsuite/bunya/
0000091025.htm

l

）を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
同
協
会
で
は
、
本
部
と
各
支

部
に
不
動
産
無
料
相
談
所（
要

予
約
）を
開
設
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
部
と
各
支
部
で
不
動

産
弁
護
士
無
料
相
談
会（
要
予

約
）を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
宅
地
建
物
取
引
の
こ
と
で
悩

ん
だ
と
き
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
全
て
の
女
性
が
、
個
性
と
能

力
を
発
揮
し
て
働
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、「
女
性
の
職
業
生

活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関

す
る
法
律
」（
女
性
活
躍
推
進

法
）が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
法
律
に
基
づ
き
、
常
時

雇
用
す
る
労
働
者
が
３
０
１
人

以
上
の
事
業
主
は
、
自
社
の
女

性
労
働
者
の
活
躍
状
況
の
把

握
・
課
題
分
析
、
行
動
計
画
の

策
定
・
届
け
出
、
女
性
労
働
者

の
活
躍
に
関
す
る
情
報
の
公
表

な
ど
を
、
平
成
28
年
４
月
１
日

ま
で
に
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
３
０
０
人
以
下
の
企

業
は
努
力
義
務
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
法
に
沿
っ
て
行
動

計
画
を
策
定
し
、
取
り
組
み
を

行
っ
た
場
合
は
「
女
性
活
躍
加

速
化
助
成
金
」
が
受
給
で
き
ま

す
。（
た
だ
し
、
３
０
１
人
以

上
の
企
業
は
、
数
値
目
標
を
達

成
し
た
場
合
の
み
受
給
可
能
）

※
詳
し
く
は
、
厚
生
労
働
省
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
中
「
女
性
活
躍

は
、
国
の
方
針
に
沿
っ
て
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用
促
進

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
医
師
・
薬
剤
師
に
十
分
相
談

の
上
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

へ
の
切
り
替
え
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
伊
勢
市
国
民
健
康
保
険
と
三

重
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
で
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

薬
代
が
一
定
額
以
上
軽
減
さ
れ

る
と
見
込
ま
れ
る
被
保
険
者

に
、「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

使
用
促
進
の
お
知
ら
せ
」
を
２

月
に
送
付
し
ま
す
。

対
象　
生
活
習
慣
病
な
ど
の
医

薬
品
を
長
期
間
処
方
さ
れ
て
い

る
人
で
、
薬
代
が
一
定
額
以
上

軽
減
さ
れ
る
見
込
み
の
人

を
満
た
す
個
人
・
法
人（
Ｙ
ａ

ｈ
ｏ
ｏ
！
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ　
Ｉ
Ｄ

を
取
得
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
）

入
札
参
加
申
込
期
間　
１
月
15

日
㈮
・
午
後
１
時
〜
２
月
４
日

㈭
・
午
後
２
時

入
札
期
間　
２
月
19
日
㈮
・
午

後
１
時
〜
26
日
㈮
・
午
後
１
時

※
詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と

は
、
先
発
医
薬
品
と
比
べ
て
低

価
格
な
の
に
、
安
全
性
や
効
き

目
は
先
発
医
薬
品
と
同
等
で
あ

る
と
国
が
認
め
た
後
発
医
薬
品

の
こ
と
で
す
。

　
全
て
の
医
薬
品
に
対
し
て
ジ

ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
が
あ
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
市
で

　

市
が
所
有
す
る
公
有
財
産

を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
「
ヤ
フ
オ
ク
！
」
の
一

般
競
争
入
札
で
売
却
し
ま
す
。

売
却
物
件　
塵じ

ん

芥か
い

車
、
市
有
地

（
左
表
参
照
）

入
札
参
加
条
件　
一
定
の
資
格

薬
代
が
軽
減
さ
れ
そ
う
な
人

に
お
知
ら
せ
を
送
付

公
益
社
団
法
人
三
重
県
宅
地
建

物
取
引
業
協
会（
☎
０
５
９
・
２

２
７
・
５
０
１
８
）

三
重
労
働
局
雇
用
均
等
室

（
☎
０
５
９
・
２
２
６
・
２
３
１
８
）

国
民
健
康
保
険
加
入
者
…

医
療
保
険
課
国
民
健
康
保
険
給

付
係（
☎
�
５
６
４
６
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
…

三
重
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合（
☎
０
５
９
・
２
２
１
・

６
８
８
４
）、
医
療
保
険
課
福

祉
医
療
係（
☎
�
５
５
５
２
）

管
財
契
約
課（
☎
�
５
５
２
６
）

不
動
産
無
料
相
談
所
＆

不
動
産
弁
護
士
無
料
相

談
会

女
性
活
躍
推
進
法
が
制

定
さ
れ
ま
し
た

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

の
使
用
促
進

公
有
財
産
を
売
却

公有財産売却物件（市有地）

所在地 宮川１丁目
813番2

大湊町字稲荷裏
422番47

大湊町字稲荷裏 
422番48

面積 125.85㎡
（約38.1坪）

159.24㎡ 
（約48.2坪）

243.45㎡ 
（約73.7坪）

地目 宅地 宅地 宅地
建ぺい率 
(容積率)

60% 
（200%）

60% 
（200%）

60% 
（200%）

用途地域 第一種住居地域 第一種住居地域 第一種住居地域
最低売却価格 2,640,000円 796,000円 1,220,000円

情報コーナー



伊勢市健康医療ダイヤル24 心や体の健康などについて、医師・看護師・保健師など
が年中無休・24時間体制で電話相談に応じています。

※本サービスは、民間業者に委託をして運営しています

問い合わせ　健康課（☎㉗2435）
（通話料無料）0000-000-000

フリーダイヤル

18広報いせ ●平成28年１月15日号 広報いせ ●平成28年１月15日号

伊勢市情報戦略局広報広聴課
〒516-8601
伊勢市岩渕１丁目７番29号
TEL 0596-21-5515
FAX 0596-22-9699
Eメール ise-koho@city.ise.mie.jp

この広報紙は、再生紙を使用しています。広報いせ発行事業費〔予算額〕　　　　 　2,976万５千円（24回分）

発行日／平成28年１月15日
発　行／伊勢市
編　集／情報戦略局広報広聴課
印　刷／千巻印刷産業株式会社

広報いせ 第181号 「広報いせ」では、財源を確保
するため、一部のページに企業
広告を掲載していますが、これ
らは市が広告主や商品を推奨す
るものではありません。

伊勢市
携帯サイト

パソコン http://www.city.ise.mie.jp
携帯 http://www.city.ise.mie.jp/m/

予算額　１億8,616万５千円（うち国・県補助金収入7,947万４千円）

こども課（☎㉑５５６１）

平成28年度

放課後児童クラブの利用児童を募集
　放課後児童クラブは、仕事などの理由で保護者が昼間
家庭にいない児童に対して、授業終了後に適切な遊びや
活動の場を与えることにより、児童の健全育成を図る施
設です。
　平成28年度にクラブの利用を希望する人は、各クラ
ブへ直接申し込んでください。
※利用するためには登録と利用料が必要です。

次の要件を全て満たす児童
・平成28年４月現在、小学生である
・保護者が昼間に仕事で家庭にいないなど
の理由で、見守ることができない
※詳しくは、各クラブへ問い合わせてくだ
さい。

対象

民設の放課後児童クラブ

公設の放課後児童クラブ

募集期間　随時

募集期間　２月１日㈪～12日㈮

※すみれ学童クラブ（第１・第２）とひまわり学童クラブは、説明会を終了しましたが、利用の相談に応じます。

クラブ名 所在地 電話番号
すみれ学童クラブ第１ 常磐３丁目10-44（旧早修幼稚園） 29-0804すみれ学童クラブ第２
明照こどもクラブ 楓（かえで） 吹上２丁目5-41 090-5629-4439
明照こどもクラブ 楪（ゆずりは） 吹上２丁目7-10 080-1563-7950
ひまわり学童クラブ 旭町349（宮山小学校敷地内） 28-9003
はまっこ学童クラブ 神社港262-1（みなとデイサービスセンター内） 36-3755
とよはま学童クラブ 西豊浜町1760（旧豊浜西幼稚園） 37-7071
藍ちゃんの家ふぁみりーくらぶ 厚生学童部 宮後１丁目10-21 65-7252
藍ちゃんの家ふぁみりーくらぶ 城田学童部 上地町1770（旧城田駐在所） 080-1622-5021
藍ちゃんの家ふぁみりーくらぶ 浜郷学童部 黒瀬町1736-2（黒瀬児童センター内） 080-1622-5575
学童クラブ　レインボーキッズ 上野町2908（旧沼木幼稚園） 050-7000-1819
放課後児童クラブ 銀のスプーン 河崎１丁目14-21 63-5682
放課後児童クラブ リンドバーグ佐八 佐八町2060 39-6802
放課後児童クラブ リンドバーグ四郷 楠部町2484（旧四郷幼稚園） 24-6700
放課後児童クラブ リンドバーグ大湊 大湊町1074-1 63-6225
あけの学童クラブ 小俣町新村558-21 20-7166
あけの学童クラブ第２ 小俣町新村558-31 20-7161
きたはま学童クラブ 村松町3280-6（旧北浜幼稚園） 37-4099
なないろ学童クラブ 宇治浦田２丁目4-24 070-1612-7716

クラブ名 所在地 電話番号
二見放課後児童クラブ第１ 二見町茶屋63-4（二見こども未来クラブ） 43-5665（二見放課後児童クラブ第１）二見放課後児童クラブ第２ 二見町茶屋348（二見老人福祉センター内）
小俣放課後児童クラブ 小俣町元町662-1（小俣児童館内） 24-8412（小俣児童館）小俣放課後児童クラブ第２ 小俣町本町３（小俣農村環境改善センター内）
明野放課後児童クラブ 小俣町新村399-3（明野児童館内） 23-0187（明野児童館）
御薗放課後児童クラブ 御薗町長屋2794-1（御薗こどもプラザ内） 29-0886（御薗こどもプラザ）御薗放課後児童クラブ第２ 御薗町長屋2767（ハートプラザみその内）

※杉の子学童クラブ（久世戸町5〔修道小学校敷地内〕、☎23-1076）は定員に達しているため募集していません。


